
学校名  三原市立小泉小学校

改善方策

    １０月     ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

授業力の
向上

教師評価により，以下のことを見取る。
○「話型」の活用による具体物，半具体物
を用いて説明する（表現する）児童の割合
○「わ（わかったこと）」「が（がんばったこ
と）」「と（「友だちの考えから学んだこと）」
「も（もっと知りたいたいこと）」に沿って，自
らの学びを調整しようとする児童の割合
○算数科，外国語科においてＩＣＴを活用し
た授業を仕組む各学期１回以上仕組む教
員の割合
○外国語科のやり取りにおいて，簡単な語
句や表現を用いて，３往復程度の会話を継
続できる児童の割合

７月８０％
１２月８５％
２月９０％

基礎学力の
定着

○単元末テスト「思考・判断・表現」のポイ
ント
○学力調査において，全学年が算数科に
おいて市平均を３ポイント以上，国語科，理
科において全国平均を３ポイント以上上回
る。
○学力向上朝会において，４０ポイント以
下の児童に対して複数体制での指導を実
施した割合

８５%以上

ふるさとを愛
する心情の育
成

○学校アンケート「小泉町に住んでいてよ
かったと思う」肯定的評価4の児童の割合

85%

「小泉小５つ
の宝」の継承

○「小泉小５つの宝」のうち生徒指導部の
設定した重点項目を用いた重点強化週間
振り返りにおける児童の肯定的評価

○ハイパーQU　（６月中旬，１月下旬）分析
による学級生活満足群の割合で評価

85％

60％

運動能力の
向上

○重点項目「５０ｍ走」「シャトルラン」にお
いて，平成31年度の国・県平均以上の学
年

９０％以上

体をつくる

○栄養職員と養護教諭による栄養指導を
各学年年1回以上行う。

○学校アンケート「給食は自分で決めた分
量を食べていますか」の肯定的評価

１００％

９０%以上

活用する
○地域，施設，人材の活用の効果の検証
と新たな教育活動の再構築

各学年学
期１回以上

発信する
○保護者アンケートにおける「学校は保護
者の願いに応えた教育を行っていると思わ
れますか」の肯定的評価

９０％以上

組織の活性
化と効果的な
教育活動推
進

○「効率的な働き方ができている」「児童と
向き合う時間が確保できている」教職員の
肯定的評価

100%

ａ　学校教育目
標

学びに向かい，心豊かで，健やかな児童の育成
　～「かしこく」　「やさしく」　「たくましく」～

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　自分を愛し，夢を語る児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
｢通ってよかった｣｢通わせてよかった｣と誇りに思われる学校

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｆ　評価項目・指標

評価計画

令和3年度学校評価表 （　中間 ・ 最終　） 校番（　１４　）

学校関係者評価

ｉ
達成度

m
コメント

ｅ　目標達成のための方策 ｇ
目標値

自己評価

l   評 価

豊
か
な
心

豊かな心の
育成

（優しく）

ｋ
結果と課題の分析

n
改善方策

○小泉小学習モデル（「課題設定」「個人思考」「集団思考」「ま
とめ」「振り返り」）に沿った授業の実施と充実
○既有の知識を事象に関連付ける力の育成と「話型」「振り返
り」の効果的な活用
○ＩＣＴを活用した授業改善
○定期アンケート評価による成果と課題の把握，分析，改善策
検討

ｊ
評価

○一校一貢献をゴールとした生活科，総合的な学習の時間を
中心とした「地域貢献活動」の効果的実施
○学期毎に取組内容の効果の検証，改善策検討

信
頼
さ
れ
る
学
校

確
か
な
学
力

確かな学力
の育成

〈かしこく）

健
や
か
な
体

健やかな体
の育成

〈たくましく〉

○体力テストの結果分析による課題（平成３１年度課題５０ｍ
走，シャトルラン）を克服することを目的とした，体育（がんばり）
朝会，体育科の授業等での取組実施
①走り方の指導（指導用の動画を活用）
②毎時間の体育科の授業冒頭におけるダッシュ実施
③体育（がんばり）朝会での３分間走実施

○運動会，３分間走等において児童が自己目標を決定（がんば
りカードの活用），目標達成に向けた取組実施

○栄養職員，養護教諭による，食べ物や，食事を作ってくださる
方などへの，感謝の気持ちをもたせる取組実施

○各学級において，給食を食べ切る分量の自己決定と完食しよ
うと努力する児童の育成

信頼される
学校づくり
〈つながる〉

○学力向上週間の計画的，効果的実施
○計画的，効果的なドリルタイムの実施
○家庭学習の質的向上とやり切らせる指導
○学力調査の結果と課題分析を，全教職員で実施，個に対応し
た手立てと授業改善策の検討
○学力調査４０ポイント以下の児童への手立ての充実

○「小泉小５つの宝」（①ほかほか言葉②だまって掃除③美しい
靴揃え④気持ちのよいあいさつ⑤静かな廊下歩行）の共通理解
と日々の取組実施
　
○ハイパーＱＵや定期アンケートの評価による成果と課題把
握，分析，改善策検討

○開発した地域の教材，施設の効果的活用
①生活科，総合的な学習の時間における地域教材の発掘，施
設との交流
②ゲストティーチャーの招聘と活用

○学校便りの定期的な発行とＰＴＡを活用した地域への配付
○学年便りや学年の教育活動の様子のＨＰアップ
○一校一貢献の取組の学期１回以上のＨＰアップ

○学校経営会議を核とし，ベクトルを揃えた取組実施
○各部会（研究推進部，生徒指導部，保健体育部）による進捗
管理とＰＤＣＡサイクルによる改善策の検討実施
○学校経営会議，準衛生委員会を活用した「働き方改革」の更
なる推進（４５時間以内，持ち帰り）

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


